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ラクトンの Mannich 型反応において、ビナフチル 6,6’位に官能基を有する触媒が良好な塩基触媒能を示
すことを見出した(式 2)。この際、20% ee とわずかではあるが立体選択性が発現したこと、および比較







Scheme 1. Construction of Unsymmetrical Biaryl Skeletons Based on Ferrier Type 
































































Scheme 2. Development of Highly Active Bifunctional Organocatalyst Having 














































第三章では、第 4 級アンモニウムの α水素が水素結合供与性を有していながら酸性度が低いことに着
目し、強塩基が導入可能な高活性二官能基型触媒の分子設計において、第 4 級アンモニウムを水素結合
供与性官能基として導入した触媒の開発研究を行っている。その中で、BINOL を不斉源とした二官能基
型触媒を用いた際に、アセチル基を有するラクトンとイミンの反応において、高収率で目的生成物が得
られることを見出した。この際、わずかではあるが立体選択性が発現していることも明らかにした。触
媒構造の比較検討の結果、本触媒系での立体選択性の発現にはアンモニウム部位の関与が示唆されてお
り、官能基としてのアンモニウムの有用性を示した。
本研究の成果は、有機分子触媒による分子変換反応において、反応促進、および立体選択性の発現に
水素結合が大きく寄与していることを示す重要な知見である。また、第 4 級アンモニウムという、水素
結合供与部位としてこれまで積極的に用いられることのなかった構造の有用性を見出したことは、今後
の不斉触媒の設計開発における大きな指針となりうることを示すものである。
これらの研究成果は、著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを
示している。したがって、団克矩氏提出の博士論文は，博士（理学）の学位論文として合格と認める。 
